
平成３０年度第１回 新潟市子ども・子育て会議 会議概要 

開催日時 平成３０年１０月１２日（金）午後１時３０分～午後３時３０分  

会  場 市役所分館１階 １－１０３会議室

出席委員

阿部委員、大竹委員、菊池貴子委員、小池委員、斎藤委員、佐藤委員、

椎谷委員、志賀委員、鈴木委員、長﨑委員、長谷川雅朗委員、

長谷川雅之委員、平澤委員、平田委員、福士委員、政谷委員、横尾委員

（出席１７名、欠席２名）

事務局

関係課

出席者

こども未来部長、こども政策課長、同課課長補佐、同課企画管理係長、 

同係主事、同課育成支援係長、こども家庭課長、同課課長補佐２名、 

保育課長、同課課長補佐、同課管理係長、同課運営グループ係長２名、 

児童相談所こども相談課長、教育委員会事務局教育総務課長、 

学校支援課長、㈱ジャパン総研研究員 

傍聴者 ２名 

議事内容

【議事】 

（１）新・すこやか未来アクションプランの進捗状況について 

○事務局より平成２９年度の計画の進捗状況について説明を行いました。

○委員からは主に次の意見・質問がありました。 

 ・ファミリー・サポート・センター事業の成果指標について、会員数を

指標とし、現在達成となっているが、提供会員の不足が課題となって

いる現状があることから、今後の指標は依頼会員と提供会員を分けて

設定した方がよい。 

・教育・保育の定員について、保育園の認定こども園化に際し、２号認

定の定員は増やさず、１号認定の定員を増やしすぎているように思わ

れるが、適正な見込みなのか。 

  ⇒３歳以上の２号認定を受けた方の中には、働きたいが仕事を辞め

ざるを得なくなったというときに、１号認定に変わる方がいるた

め、ある程度の１号認定の定員の確保が必要。見込みについては、

次期プランの中で見込みを立てていく。（保育課長回答） 

・「にいがたし元気力アップサポーター制度」について、現在は施設限

定で実施している事業だが、ぜひ子ども食堂や地域の茶の間などの

地域の場でも行っていただきたい。 

・成果指標の「新潟市は子育てしやすいまちと思う保護者の割合」が

前年より下がっていることについて、事務局説明の中では小学生保

護者の方は数字が上がっているとのことだったので、内訳が分かる

ようになっているとよい。 

（２）第２期計画策定に係るニーズ調査の調査内容について

 ○事務局より第 2 期計画策定にかかるニーズ調査の概要及び調査項目につ
いて説明を行いました。

 ○委員からは主に次の意見・質問があり、対応については後日回答としま

した。

  ・調査票の配布数は、区ごとの数を含め統計学的に算出したものか。

    ⇒区ごとに信頼度 95％が確保可能な数としている。（事務局回答）
  ・就学前児童の調査票のボリュームが非常に多いので、市独自の設問を



減らした方がよい。

  ・就学前児童については、乳児・幼児では必要な支援が異なるため、分

けて分析していただきたい。

  ・一部の設問について、障がいのあるお子さんをお持ちの保護者のため

の選択肢も用意が必要。（児童発達支援センター、放課後等デイサービ

ス）

  ・教育・保育の無償化について、別紙などで詳しくわかりやすい説明が

必要。

【報告事項】

（１）幼保部会の開催報告

○市立保育園配置計画策定のため平成 30 年 4 月から 9 月までの間に開催
した幼保部会（全 4 回）につき開催概要の説明を行いました。

○本件に関する委員意見・質問はありませんでした。

（２）子どもの貧困対策関連報告

 ○今年度の子どもの貧困対策部会は第 1 回本体会議開催時点で未開催であ
ったため、子どもの貧困対策部会の今後の開催予定、子ども食堂への支

援、お米プロジェクトの活動について状況説明を行いました。

 ○委員からは次の意見・質問がありました。

 ・子ども食堂への食材調達の支援について、一定期間が経過した野菜など

を提供するというのは、母親は望まないのではないか。

 ・ひとり親家庭の学習支援の募集人数は。

  ⇒10 名で募集したが、予想上の活用があった。（こども家庭課回答）

（３）放課後児童クラブ関連報告

 ○今年度の放課後児童クラブ検討部会は第 1 回本体会議開催時点で未開催
であったため、ひまわりクラブの現状、施設整備状況、指定管理者の再

選定について説明を行いました。

 ○本件に関する委員意見・質問はありませんでした。


